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l lケ u [ lH■)
を指さして)午前8時の気温はここ (午前8
時の20度の点を指さして)です.このI抑ま.
少しずつ変わっていると思います.
(拍手あり)
その後,C3が ｢間を (直線で)つなぐと
いいのに｣とっぶやく.ここをとらえて,点
と点の間の話し合いに入った.
T それぞれの時刻の気温を.点でとるという
ことはいいですか. (全員納料)
それでは,令.この点と点のnlJが問題になっ
ていますね.
C3 ぼくは,点と点の間を姐でつなぐといいと
思います.午後2時までは,だんだん気温が
上がっていっているのに,この点のままだと
それがよく分からないからです.
Cl私も,点と点を線でむすぶのに賛成です.
でも,線といっても, (観測した2時間の(呂J
に)気温は上がったり下がったりはしていな
いと思うので,曲がった綿ではIJ:くて,直線
でむすぶのかいいと思います.
(うなずく子ども多数)
Clの発言を
うけて,C5が ･'Z)
黒板の点のグラ ,
フに付け加えて LS10
表したグラフが l
次の匂)のグラフ '` =D.uZ.川
である.
T 1日の気温の変わり方がよく分かるグラフ
ができましたね.これから,この直線でつな
いだグラフの学習をしていきますが,どんな'
ことを学習していきたいですか.
C 直線でつないだグラフがあることが分かっ
たので,このグラフをよんだり,かいたりし
たいです. (｢賛成｣の声が多い)
C 付け加えて,自分の休茄の変わり方なども,
調べてみたいです.
これらの発言をうけて,次のような埠元の
課題を決めた.
直線でつないだグラフのよみ方や
かき方を調べよう.
(その後の展開〉
rLB組でつないだグラフのよみ方やかき方を
調べよう｣という単元の課越をつかんだ子ども
は･次の時rurHま単元の課題(こ振り返り,前時に
調べた5月24日のグラフを触り上げ rlEJの
気温の変わり方をよんでみよう｣という1時間
の課超をつかみ,この課題を解決するために,
直線の傾きに着目して変化の様子をよんだ後,
｢p-rれ線グラフ｣という用語を学習した.
その後も,単元の課題に振り返り,別の日の
気温の変化の様子がよく分かる日盛りを工夫し
たり,不必要な部分を政敵 し･省略したりしてD-(
れ線グラフをかいていき,これらの活動を通し
て,子どもは折れ線グラフのよさを緋かに,JTかっ
ていった.
- L7-
4 まとめ
本埋元では･1日の気温の変わり/,･を調べる
には,既習の棒グラフの棒の先端の点を直線で
つなげばよいことをとらえさせ,｢&-.級でつIi
いたグラフのよみ方やかき方を調べよう｣とい
う単元を貫 く課題をつかませるようにした.こ
れにより,子tJ宅がこれから学ぶ単元の学習内容
を意識することができ,直線でつないだグラフ
のよみ方やかき方を調べたいという芯欲を喚起
させることができると考えたからである,
そのために,課題設定の場である本時で,ま
ず,変化の意識を持たせるために,E]'r:;'の経験
から変化していると自然に意識できるlE]の気
温を取り上げるようにした.そして,この1E｣
の気温を2時間毎に予想させながら提示するこ
とで,変化の意識をよりはっきりさせておいた.
その後,1日の気温の変化が目に見えるように
するために,既習の棒グラフに表させるように
し,棒グラフのどこを見たら変化の様子がよく
分かるかと問いかけ,変化をとらえる着ItB点に
気づかせるようにした.
これにより,既習の棒グラフでは,棒の高さ
で見ていたグラフを縦に見る見方から,グラフ
を横に見る見方に発展させて,棒の先端の点を
直線でつなげばよいことがとらえやすくなり,
単元の課題を確かにつかむことができたので大
いに意欲が喚起されたと考える.
その後,単元の課題に振り返ることで,導入
で調べた5月24日の気温の変わり万をよんだ
り,別の日の気温の変化を折れ線グラフに表し
たりする課題が次々と生まれ.これらの課題を
解決していく巾で,変化の様子が一目見て分か
る折れ線グラフのよさを感得していけたと考え
ている.
(平成7年3月29日受理)
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